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西暦 2025 年 5 月 5 日 

 

 

2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日までに 

7 階東病棟及び 8 階西病棟に入院した患者さんの 

診療情報等を研究に利用することについてのお知らせ 

 

九州医療センターでは、九州医療センター倫理審査委員会の審査を受け、病院長承認のもと、下記の臨床研究

を実施しております。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関

連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

当該研究に診療情報等が用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただ

けない場合には研究対象としませんので、下記の[相談窓口]までお申出ください。その場合でも患者さんに不利

益が生じることはありません。なお、研究の進捗状況によっては、あなたのデータを取り除くことができない

場合がございますので、ご了承ください。 

1.研究課題名 Critical Care Outreach Team 導入後６か月間の評価 

 

2.研究実施機関

の研究責任者 

九州医療センター 看護部 磯部雄一 

3.研究の背景  当院では 2018 年より Rapid Response System(院内迅速対応システム、以下 RRS)を導入

しました。RRS とは、多くの「急変」には前兆があるという点に着目した院内対応システムで

す。RRS では早期認識と早期介入が重要です。RRS の起動数は年々増加傾向にある一方で、ハ

リーコール（予期せぬ心停止またはそれに準ずる状態）件数は RRS 導入後の 2023 年に最多と

なり、院内急変を未然に防ぐ目的で導入した RRS には、課題があることが明確になりました。

ハリーコールや RRS は病棟看護師の気づきが無ければ起動しないシステムであり、適切なタイ

ミングに起動するシステムが必要であるとの声があがっています。そこで、何らかの懸念のある

入院患者さんを定期的にラウンドする Critical Care Outreach Team（以下 CCOT）を設置

し、2024 年 10 月より対象部署を限定して活動を開始しました。 

CCOT とは、 集中ケアの訓練を受けた看護師らが主体となって，ICU 退室患者と何らかの 

懸念のある入院患者を定期的に訪床して回り，RRS 起動基準に抵触する患者を早期発見す

ることを目指した対応チームのことです。 

4.研究目的 当院における CCOT 導入後６か月間の評価を行うことです。 

5.研究実施期間 ① 調査対象期間 

2024 年４月から 2025 年 3 月まで 

② 研究期間 

倫理審査委員会承認後から西暦 2025 年 11 月まで 

6.研究の方法 ① 対象となる方 

2024 年４月から 2025 年３月の間に RRS の対象になった患者および 2024 年 10 月

から 2025 年３月の６か月間に７東・８西入院中で CCOT ラウンド基準に該当した 377

人 
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② 調査方法 

カルテから後ろ向き調査を実施 

③ 研究に利用する診療情報  

☒年齢  ☒性別  ☒病歴 ☒既往歴 

☒その他【＊NEWS スコア、RRS 件数、RRS 起動理由、ハリーコール件数、転帰】 

＊NEWS スコアは、呼吸数，酸素飽和度，酸素療法の有無，体温，収縮期血圧，心拍数ならびに

意識レベルの 7 項目を点数化して、一般病棟における容態急変を予測する指標として開発された

ものです。 
 

7.個人情報の 

取扱い 

情報等には個人情報が含まれますが、利用する場合には、お名前、住所など、個人を直

ちに判別できるような情報は削除します。研究成果は学会で発表されますが、個人を直ち

に判別できるような情報は利用しません。 

 

8.研究組織 この研究は、当院のみの単施設研究です。 

研究代表施設 

（研究代表者） 

九州医療センター 看護師（職名：副看護師長） 磯部 雄一 

相談窓口 九州医療センター 看護部  （職名：副看護師長）磯部 雄一 

〒810-8563 福岡県福岡市中央区地行浜 1-8-1 

電話番号 092-852-0700 

 
 

 

 


